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第
２
回
定
例
会

提
案
理
由
説
明
（
要
旨
）

　

第
２
回
定
例
会
（
６
月
３
日
～
14
日
）
の
提
出
議

案
は
、
専
決
処
分
の
報
告
５
件
、
平
成
30
年
度
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
２
件
、
条
例
の
制
定
１

件
、
条
例
の
一
部
改
正
３
件
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積

載
車
購
入
契
約
１
件
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
２

件
、
合
わ
せ
て
14
件
で
あ
り
ま
す
。

　

専
決
処
分
に
つ
い
て
は
、
特
別
交
付
税
の
確
定
や

市
債
の
変
更
等
に
係
る
予
算
措
置
、
平
成
30
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
。
ま
た
、
幸
久
幼
稚

園
の
通
園
バ
ス
利
用
者
の
増
に
伴
う
通
園
タ
ク
シ
ー

の
予
算
措
置
に
伴
う
平
成
31
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
専
決
処
分
。
更
に
、「
地
方
税
法
」
等
の
改
正

に
伴
う
市
税
条
例
や
都
市
計
画
税
条
例
、
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
を
専
決
処
分
と
し
た
も
の

で
す
。

　

な
お
、
会
期
中
に
人
事
案
件
１
件
を
追
加
提
案
す

る
予
定
で
す
。

△
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
議
案
▽

議
案
名

付
託
委
員
会
議
決
結
果

報
告
第
２
号
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
常
陸

太
田
市
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

本

会

議
原
案
承
認

報
告
第
３
号
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
常
陸

太
田
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
本

会

議
原
案
承
認

報
告
第
５
号
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
30

年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
））

本

会

議
原
案
承
認

報
告
第
６
号
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成

31
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
））
本

会

議
原
案
承
認

報
告
第
７
号
平
成
30
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

本

会

議
報　
　
告

報
告
第
８
号
平
成
30
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

本

会

議
報　
　
告

議
案
名

付
託
委
員
会
議
決
結
果

議
案
第
55
号
常
陸
太
田
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総　
　

務
原
案
可
決

議
案
第
56
号
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

文
教
民
生
原
案
可
決

議
案
第
57
号
常
陸
太
田
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総　
　

務
原
案
可
決

議
案
第
58
号
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
購
入
契
約
に
つ
い
て

総　
　

務
原
案
可
決

議
案
第
59
号
令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
に
つ
い
て

総　
　

務
原
案
可
決

議
案
第
60
号
令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

文
教
民
生
原
案
可
決

議
案
第
61
号
常
陸
太
田
市
及
び
一
部
事
務
組
合
公
平
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

本

会

議
原
案
同
意

議
員
派
遣
に
つ
い
て

本

会

議
原
案
可
決

第
２
回
定
例
会　
議
案
賛
否
一
覧

大久保　太一　市長

議案賛否一覧
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△
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
▽

【
○
：
賛
成　
×
：
反
対　
欠
：
欠
席
】

　
※
議
長
の
表
決
権
：
過
半
数
議
決
の
場
合
、
議
長
に
は
表
決
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
賛
成
・
反
対
が
同
数
の
場
合
、
可
決
か
否
決
か
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
採
決
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
（
注
１
）
平
成
31
年
請
願
第
１
号
は
、
委
員
会
に
お
い
て
「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
、
本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
の
審
査
の
と
お
り
「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
す
る
こ
と
」
に
つ

い
て
採
決
さ
れ
た
た
め
、
請
願
に
賛
成
す
る
議
員
の
賛
否
は
×
と
表
記
さ
れ
ま
す
。

平
成
31
年

請
願
第
１
号

議
案
第
54
号

報
告
第
４
号

議　
案　
名

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
自
己
負
担
２
割
へ
の
引
き
上
げ
に
反
対
す
る
請
願

常
陸
太
田
市
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

文
教
民
生

産
業
建
設

本
会
議

付　
託

委
員
会

不
採
択

原
案
可
決

原
案
承
認

審
査
結
果

× × × 宇野　隆子
○ ○ 欠 髙木　　将
○ ○ ○ 黒沢　義久
○ ○ ○ 後藤　　守
○ ○ ○ 川又　照雄
○ ○ ○ 茅根　　猛
○ ○ ○ 高星　勝幸
○ ○ ○ 深谷　秀峰
○ ○ ○ 菊池　伸也
○ ○ ○ 益子　慎哉
○ ○ ○ 平山　晶邦
○ ○ ○ 深谷　　渉
○ ○ ○ 藤田　謙二
○ ○ ○ 諏訪　一則
○ ○ ○ 菊池　勝美
○ ○ ○ 小室　信隆
○ ○ ○ 森山　一政
不
採
択

原
案
可
決

原
案
承
認

議
決
結
果

報告第４号　専決処分の承認を求めることについ
て（常陸太田市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例）
（地方税法施行令等の改正に伴い改正をするもの）

議案第54号　常陸太田市森林環境譲与税基金の
設置、管理及び処分に関する条例の制定について
（森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律が
平成31年４月１日から施行されたことに伴い常陸
太田市森林環境譲与税基金条例を制定するもの）

国民健康保険税の基礎課税の増額に伴う世帯
数と影響額について伺いたい。
保健福祉部長　国民健康保険税の基礎課税
額の改正により限度額が58万円から61万円

に引き上げとなる、該当する世帯数は、62世帯で
ある。また、保険税軽減額の拡充により減額世帯
数が、５割軽減世帯は1252世帯から1272世帯へ。
２割軽減世帯は1020世帯から1042世帯で合計42
世帯が新たに減額世帯に該当する。これにより、
国民健康保険税に係る影響額は、限度額引き上げ
により192万２千円の増額となるが、減額の拡充分
により91万４千円が減額となることから、差し引
くと100万８千円の増額となる。

森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律
の制定についての考え方 について伺いたい。
農政部長　森林には、土砂災害等防止する国
土保全機能や水源涵

かんよう

養機能、生態系を守る保
全機能や地球温暖化防止機能など役割を担ってい
る。市としても、森林環境譲与税を有効に活用し、
市民へのご理解をいただきながら森林の持つ公益
的機能の維持、増進に向けて積極的に取り組んで
いく。

議案質疑とは、本会議での議案の説明だけでは
わからない疑問点を質問することです。

次のページに、 令和元年第２回市議会

定例会の一般質問を掲載しました。

※掲載内容は一般質問の一部を要約したものです。
　詳しくは市議会ホームページをご覧ください。

議案賛否一覧・議案質疑

問1

問2

答1

答2

議 案 質 疑
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県
立
高
校
再
編
に
よ
り
今
春
か

ら
市
内
に
３
校
あ
っ
た
高
校
が

２
校
へ
と
減
少
と
な
っ
た
が
、
両
校
と

も
今
年
の
入
学
生
が
定
員
割
れ
と
な
る

予
想
外
の
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。

学
校
と
地
域
と
行
政
が
連
携
し
て
支
援

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
、
ご
所
見
を
伺
い
た
い
。

教
育
長　
こ
の
春
開
校
し
た
太

田
西
山
高
校
は
、
行
政
や
地
元

代
表
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
新
校
設
置

推
進
協
議
会
で
、
地
域
に
根
差
し
た
高

校
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど
を
協
議
し
、

２
年
生
か
ら
は
特
進
コ
ー
ス
、
教
養

コ
ー
ス
に
加
え
、
地
域
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
を
学
ぶ
商
業
コ
ー
ス
や
保
育
、
介

護
に
つ
い
て
学
ぶ
福
祉
保
育
コ
ー
ス
を

設
置
し
、
生
徒
た
ち
が
こ
の
学
校
で
真

に
学
び
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
に
は
、
市

内
の
中
学
校
長
が
学
校
評
議
員
と
し
て

関
わ
る
な
ど
協
議
の
場
が
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
機
会
に
中
学
校
の
願
い
な
ど
を

伝
え
る
と
と
も
に
高
校
の
在
り
方
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
市
教
育
委

員
会
と
し
て
も
市
内
中
学
生
の
希
望
や

ニ
ー
ズ
等
を
十
分
に
把
握
し
た
う
え
で
、

高
校
で
の
授
業
や
特
色
あ
る
教
育
活
動

の
展
開
を
は
じ
め
、
魅
力
あ
る
学
校
経

営
に
つ
い
て
県
や
高
校
に
意
見
を
申
し

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

県
内
一
広
い
面
積
の
も
と
、
市

内
に
は
一
日
で
は
到
底
回
り
切

れ
な
い
魅
力
が
点
在
す
る
中
、
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
提
案
し
た
ロ
ケ
地

巡
り
の
推
奨
コ
ー
ス
の
よ
う
に
、
エ
リ

ア
ご
と
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
設
定
し
、

道
の
駅
を
基
点
に
何
回
も
訪
れ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
ご
所
見
を
伺
い
た
い
。

商
工
観
光
部
長　
今
後
、
観
光

戦
略
を
展
開
し
て
い
く
う
え
で
、

地
域
色
を
生
か
し
た
ゾ
ー
ン
戦
略
は
、

地
区
の
受
け
皿
と
し
て
の
体
制
整
備
を

図
る
際
に
、
実
行
サ
イ
ド
と
し
て
有
効

な
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
の
運
営

状
況
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の
検

証
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

農
政
部
長　
オ
ー
プ
ン
以
来
、

入
込
客
数
や
売
上
、
雇
用
と
も

順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
国
の
示
す
道

の
駅
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
休
憩

機
能
、
情
報
発
信
機
能
、
地
域
連
携
機

能
、
防
災
機
能
と
も
大
き
な
課
題
等
は

な
い
が
、
今
後
も
、
よ
り
利
便
性
の
高

い
道
の
駅
を
目
指
し
、
農
林
畜
産
業
の

振
興
と
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
、
地

域
経
済
の
好
循
環
に
つ
な
げ
て
い
く
。

今
の
子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら
れ

て
い
る
「
生
き
る
力
」
と
そ
の

体
験
活
動
の
充
実
を
ど
の
よ
う
に
図
っ

て
い
く
の
か
伺
い
た
い 

。

教
育
長　

こ
れ
か
ら
の
社
会

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や

人
工
知
能
の
飛
躍
的
な
進
化
な
ど
加
速

度
的
に
進
化
し
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な

社
会
に
な
っ
て
い
く
の
か
予
測
す
る
の

が
難
し
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
児
童
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
、
社
会
の
変
化
に
受
け
身

で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
主
体
的
に

向
き
合
っ
て
関
わ
り
合
い
、
自
ら
の
可

能
性
を
発
揮
し
、
他
者
と
協
働
し
な
が

ら
よ
り
良
い
社
会
を
切
り
拓
き
、
未
来

の
創
り
手
と
な
る
た
め
に
必
要
な
力
と

し
て
、「
確
か
な
学
力　

豊
か
な
心　

健
や
か
な
体
」
の
三
つ
の
力
を
備
え
た

「
生
き
る
力
」
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が

重
視
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の

「
生
き
る
力
」
を
確
か
な
も
の
と
し
、

成
長
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

る
体
験
活
動
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
学
校
教
育
と
社
会

教
育
が
連
携
し
、
地
域
の
文
化
や
自
然

と
い
う
地
域
の
宝
を
活
用
し
な
が
ら
、

体
験
活
動
の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
た

ち
の
「
生
き
る
力
」
の
育
成
に
努
め
て

い
く
。

一　般　質　問

問1答1

【藤田 謙二 議員　質問事項】
●教育環境の向上について 　
●観光振興について

【川又 照雄 議員　質問事項】
●産業振興について  　
●安全安心なまちづくりについて
●郷土を愛し未来を拓くひとづくりについて 

問2

問2

答2

答2 市
内
の
県
立
高
校
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
向
け
た
連
携
促
進
を

道
の
駅
を
基
点
に
各
エ
リ
ア
に
誘
客
す
る
戦
略
推
進
を

問1問2

道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
の
今
後
の
展
開
は

子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
「
生
き
る
力
」
と
は

問1問2

藤田 謙二 
議員

川又 照雄 
議員

問1答1
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竜
神
大
吊
橋
で
は
現
在
、
バ
ン

ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
が
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
竜
神
峡
周
辺
の
更
な
る
魅
力

度
ア
ッ
プ
の
た
め
、
大
自
然
の
中
を
空

中
散
歩
し
、爽
快
感
が
味
わ
え
る「
ジ
ッ

プ
ラ
イ
ン
」
の
設
置
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
と
思
う
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

商
工
観
光
部
長　
現
在
、
奥
久

慈
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
林
道
が
、

令
和
５
年
の
完
成
を
目
途
に
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
竜
神
ふ
る

さ
と
村
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を

優
先
し
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、「
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
」
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
竜
神
峡
エ
リ
ア
の
各

施
設
の
活
性
化
を
図
り
、
誘
客
拡
大
及

び
回
遊
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

総
合
的
な
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

※
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
と
は
、
木
々
の
間
に

張
ら
れ
た
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
滑
車
を

使
っ
て
滑
り
降
り
る
ア
ウ
ト
ド
ア
・
レ

ジ
ャ
ー
の
こ
と
で
す
。

竜
神
峡
周
辺
ま
で
の
ア
ク
セ
ス

道
路
の
整
備
状
況
と
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

建
設
部
長　
観
光
振
興
を
支
援

す
る
茨
城
県
道
路
事
業
と
し

て
、
県
道
常
陸
太
田
大
子
線
に
つ
い
て

は
、
下
高
倉
町
、
天
下
野
町
間
の
竜
神

橋
、
竜
神
大
吊
橋
入
口
交
差
点
、
更
に

は
、
天
下
野
町
地
内
の
桜
沢
橋
の
３
か

所
を
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
箇
所
と
し
て
拡
幅

事
業
を
進
め
て
い
る
。
竜
神
大
吊
橋
入

口
交
差
点
は
、
昨
年
度
に
暫
定
で
北
方

向
か
ら
の
右
折
レ
ー
ン
を
設
置
。

　

今
年
度
は
、
南
方
向
か
ら
の
左
折
専

用
レ
ー
ン
を
増
設
す
る
た
め
測
量
、
調

査
を
行
い
一
部
設
計
に
着
手
す
る
予
定

で
あ
る
。
桜
沢
橋
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
に
竜
神
橋
の
事
業
が
完
了
し
た
後
に
、

事
業
着
手
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
県
道

日
立
山
方
線
に
つ
い
て
は
、
染
川
に
近

接
す
る
局
部
改
良
工
事
が
今
年
度
で
完

了
す
る
た
め
、
中
染
町
な
ど
の
幅
員
狭

小
箇
所
に
つ
い
て
は
地
元
町
会
と
意
見

調
整
を
行
っ
た
う
え
で
事
業
継
続
の
要

望
を
考
え
て
い
る
。

全
国
的
に
水
道
事
業
は
、
人
口

減
少
に
よ
る
収
入
減
と
老
朽
化

し
た
浄
水
場
や
水
道
管
な
ど
の
施
設
の

更
新
費
用
の
工
面
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
水
道
は
、
市
民
の
命
に
関
わ
る
生

活
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
本
市
に
お
い
て
水

道
事
業
最
上
位
に
位
置
づ
け
る
事
業
で

あ
り
、
将
来
に
渡
っ
て
も
持
続
可
能
な

体
制
を
作
っ
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
水
道
施
設
の
概
要
と
年
数
40

年
を
超
え
て
い
る
浄
水
場
・
水
道
管
な

ど
の
施
設
の
現
状
と
今
後
施
設
整
備
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
伺
い
た
い
。

上
下
水
道
部
長　
上
水
道
事
業

の
給
水
地
域
は
、
常
陸
太
田
地

区
と
金
砂
郷
地
区
に
な
っ
て
い
る
。

　

水
道
施
設
の
概
要
は
、
浄
水
場
施
設

が
５
か
所
で
、
そ
の
他
取
水
施
設
・
送

水
施
設
・
増
圧
施
設
・
減
圧
施
設
・
配

水
池
合
わ
せ
て
65
施
設
で
あ
る
。
水
道

管
の
総
延
長
は
約
５
４
０
キ
ロ
で
こ
れ

ら
の
施
設
の
う
ち
40
年
を
超
え
た
浄
水

場
は
瑞
竜
浄
水
場
が
48
年
、
大
野
浄
水

場
が
51
年
の
２
か
所
で
、
40
年
を
超
え

た
水
道
管
に
つ
い
て
は
約
45
キ
ロ
で
あ

る
。
ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
の
給
水
区

域
は
、
水
府
・
里
美
地
区
で
浄
水
場
施

設
が
６
か
所
そ
の
他
の
施
設
を
合
わ
せ

て
54
か
所
で
あ
り
、
水
道
管
の
総
延
長

は
約
１
９
０
キ
ロ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

施
設
の
う
ち
40
年
を
超
え
た
浄
水
場
が

５
か
所
で
、
水
道
管
は
約
24
キ
ロ
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
平
成
21
年
度
に
制
定
し
た
10
年

間
の
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
内

田
浄
水
場
や
佐
竹
配
水
池
の
整
備
な
ど

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
の

整
備
に
つ
い
て
も
将
来
の
水
道
の
あ
る

べ
き
姿
、
効
率
的
で
維
持
可
能
な
事
業

を
見
据
え
て
令
和
３
年
か
ら
10
年
間
計

画
の
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す
る

と
共
に
、
総
務
省
か
ら
令
和
２
年
ま
で

の
策
定
を
求
め
ら
れ
て
い
る
「
水
道
事

業
経
営
戦
略
」
を
策
定
し
、
中
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
た
計
画
的
経
営
基
盤
の

強
化
と
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

答1問2

答2

問1答1

【平山 晶邦 議員　質問事項】
●上水道事業について 　
●教育行政について

【菊池 伸也 議員　質問事項】
●観光振興について  
●スポーツ振興策について 

40
年
を
超
え
て
い
る
浄
水
場
・
水
道
管
な
ど
の
施
設
の
現
状
は

問1

竜
神
大
吊
橋
の
新
た
な
魅
力
度
ア
ッ
プ
に
向
け
て

観
光
振
興
に
必
要
な
道
路
整
備
の
進
捗
状
況
は

問1問2

問1

平山 晶邦 
議員

菊池 伸也 
議員

一　般　質　問
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落
ち
度
の
な
い
歩
行
者
が
歩
道

や
交
差
点
で
自
動
車
に
は
ね
ら

れ
死
傷
す
る
悲
惨
で
理
不
尽
な
事
故
が

後
を
絶
た
な
い
。
地
域
の
変
化
や
現
場

の
実
情
に
即
し
て
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や

信
号
の
増
設
な
ど
の
対
策
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。
２
０
１
２
年
、
国
は
全

国
の
通
学
路
の
危
険
箇
所
を
緊
急
点
検

し
、
一
定
の
改
善
を
図
る
取
り
組
み
を

実
施
し
、
本
市
で
も
改
善
が
図
ら
れ

た
。
５
年
以
上
た
っ
た
今
、
改
め
て
通

学
路
の
点
検
と
対
策
が
不
可
欠
と
な
っ

て
い
る
。
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
現
況

と
対
策
、
通
学
路
の
安
全
点
検
と
対
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

建
設
部
長　
通
学
路
や
野
外
活

動
時
の
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る

横
断
歩
道
が
あ
る
、
見
通
し
の
良
い
幹

線
道
路
の
交
差
点
に
対
し
、
今
ま
で
の

視
点
に
加
え
、
先
般
の
事
故
を
考
慮

し
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
交
通
安
全

施
設
の
設
置
状
況
の
現
状
把
握
を
ま
ず

行
っ
て
い
く
。

教
育
部
長　
市
通
学
路
安
全
対

策
連
絡
協
議
会
を
軸
と
し
た
体

制
を
維
持
し
な
が
ら
、学
校
、保
護
者
、

地
域
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関
係
機
関

等
が
、
昨
今
の
事
故
等
に
応
じ
た
改
善

策
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

70
歳
以
上
の
半
数
に
難
聴
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
常
生

活
を
不
便
に
し
、
生
活
の
質
を
落
と
す

だ
け
で
な
く
、
う
つ
や
認
知
症
の
原
因

に
も
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
補
聴
器
は
平
均
価
格
が
15

万
円
と
高
額
で
、「
高
く
て
買
え
な
い
」

と
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
①
加
齢
に

よ
る
難
聴
者
の
補
聴
器
の
使
用
状
況
等

に
つ
い
て
②
国
・
県
に
補
聴
器
購
入
の

補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
③
本
市
独
自
に
補
聴
器
購
入
の
補

助
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。保

健
福
祉
部
長　
①
加
齢
に
よ

る
難
聴
者
の
使
用
状
況
は
把
握

で
き
な
い
の
で
、「
高
齢
者
福
祉
計
画
」

の
策
定
に
併
せ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
項

目
を
盛
り
込
む
な
ど
、
状
況
の
把
握
に

努
め
る
。②
国
や
県
、他
市
町
村
の
動
向

な
ど
を
収
集
し
判
断
し
て
い
く
。
③
市

独
自
補
助
制
度
は
研
究
課
題
と
し
た
い
。

地
域
外
の
人
が
特
定
の
地
域

や
、
そ
の
地
域
の
人
達
と
継
続

的
に
多
様
に
関
わ
る
人
を
「
関
係
人

口
」
と
し
て
意
識
し
、
そ
の
「
関
係
人

口
」
拡
大
の
た
め
の
施
策
を
展
開
す
る

こ
と
が
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
、
ご
所
見
と
展
開
を
伺
い

た
い
。

企
画
部
長　
こ
れ
ま
で
本
市
で

は
「
関
係
人
口
」
と
い
う
考
え

方
を
特
に
意
識
し
、
施
策
を
展
開
し
て

き
た
訳
で
は
な
い
が
、
少
子
化
・
人
口

減
少
対
策
や
交
流
人
口
の
拡
大
、
地
域

活
性
化
な
ど
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て

き
た
各
種
施
策
は
、
結
果
と
し
て
「
関

係
人
口
」
の
創
出
・
拡
大
に
資
す
る
も

の
で
あ
る
と
、
改
め
て
認
識
し
て
い

る
。「
関
係
人
口
」
を
創
出
・
拡
大
し

て
い
く
こ
と
は
、
移
住
・
定
住
人
口
の

増
加
に
も
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、本
年
度
に
策
定
を
す
る「
第

２
期
常
陸
太
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
の
中
で
、「
関
係

人
口
」
の
拡
大
に
、
よ
り
効
果
的
な
施

策
の
創
出
や
民
間
企
業
、
各
種
団
体
、

地
域
な
ど
と
連
携
し
た
機
会
の
充
実
な

ど
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
を
目
指

し
、
ご
み
の
23
分
別
を
導
入
し

て
き
た
が
、
本
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

県
内
の
中
で
も
平
均
を
か
な
り
下
回
っ

て
い
る
が
、
原
因
と
対
策
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。
ま
た
、
高
齢
者
等
の
ご
み
出

し
困
難
者
支
援
策
が
曖
昧
で
あ
る
た
め

効
果
が
見
ら
れ
な
い
。
今
後
の
考
え
方

を
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長　
リ
サ
イ
ク
ル

率
の
数
値
の
把
握
が
不
十
分
で

あ
っ
た
の
が
主
な
原
因
で
あ
り
、
数
値

の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
ご
み

の
堆
肥
化
等
を
推
進
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
ご
み
出
し
困
難
者
支
援
は
、

町
内
の
各
班
任
せ
で
正
確
な
実
態
の
把

握
が
で
き
て
い
な
い
。
よ
り
実
効
性
の

あ
る
施
策
と
す
る
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
連
携
を
よ
り
深
め
、
制
度

の
趣
旨・目
的
を
周
知
徹
底
し
て
い
く
。

問1

答1答1

【宇野 隆子 議員　質問事項】
●東海第二原発の再稼働問題について ●小中学校体育館への
エアコン設置について ●補聴器購入の補助制度の創設について 
●中学校の不適切な指導について ●歩行者の安全確保について

【深谷 　渉 議員　質問事項】
●地域の活性化について　●通学路等の安全確保について
●循環型社会の形成とごみ回収促進について
●防災・減災について 

問2問2

答2答2

歩
行
者
の
安
全
確
保
対
策
は
急
務

補
聴
器
購
入
の
補
助
制
度
創
設
を
求
め
る

問1問2
「
関
係
人
口
」と
い
う
新
た
な
視
点
で
の
施
策
の
展
開
を

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
と
ご
み
出
し
困
難
者
支
援
に
つ
い
て

問1問2

宇野 隆子  
議員

深谷 　渉 
議員

問1答1

一　般　質　問
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パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
は
、

市
が
施
策
の
策
定
を
行
う
際

に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や
情
報
を

考
慮
し
て
策
定
で
き
る
と
と
も
に
、
市

の
考
え
方
も
市
民
に
伝
え
ら
れ
る
制
度

と
考
え
る
が
、
現
在
ど
の
く
ら
い
の
意

見
聴
取
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
以
外
の
方
法

に
よ
る
市
民
か
ら
の
意
見
聴
取
方
法
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

政
策
推
進
室
理
事　
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
は
、
市
の
基
本

的
な
施
策
等
の
意
思
決
定
過
程
に
お
い

て
公
正
性
の
確
保
及
び
透
明
性
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
積
極
的
な

市
政
へ
の
参
画
を
促
進
し
、
市
民
と
行

政
と
の
協
働
に
よ
る
開
か
れ
た
市
政
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
市
の
重
要
な
計
画
等
の

策
定
や
改
定
・
基
本
的
な
条
例
等
の
制

定
や
改
正
に
際
し
、
事
前
に
そ
の
案
を

公
表
し
、
広
く
市
民
か
ら
の
意
見
を
求

め
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
及
び
情
報
を
考

慮
し
て
最
終
的
な
意
思
決
定
を
行
う
と

と
も
に
、
意
見
等
の
概
要
、
意
見
等
に

対
す
る
市
の
考
え
方
を
公
表
し
て
い

る
。

　

平
成
30
年
度
の
実
績
に
つ
い
て
は
、

６
件
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
３
件
の
事
案
に
10
件
の
意
見
が

提
出
さ
れ
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え

方
を
示
し
た
う
え
で
公
表
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
以

外
の
市
民
か
ら
の
意
見
聴
取
方
法
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
度
実
施
し
た
５
件

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
会
や
策
定
委
員
会

等
を
設
置
し
、
市
民
や
有
識
者
、
関
係

団
体
の
代
表
者
や
町
会
長
な
ど
に
協
力

を
い
た
だ
き
実
施
し
た
。

　

今
後
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

は
、
大
変
重
要
な
制
度
で
あ
り
、
引
き

続
き
周
知
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の
意

見
等
を
市
政
に
反
映
し
て
い
く
。

太田二高生が市議会を傍聴しました
　６月５日、第２回定例会本会議（一般質問）の様
子を太田二高２年生84名が傍聴しました。生徒の
皆さんからは「議会は難しいイメージがあったが、
高校の再編や観光施設などの質問があり議会が身
近に感じられた」「機会があればまた傍聴したい」
などの声が聞かれました。

誉田小・郡戸小が議場を見学
　市役所見学のため６月21日は誉田小、６月24日
は郡戸小の皆さんが市議会を訪れました。議長席
や議員席の座り心地を確かめたり、マイクを使っ
て質疑を体験したりしていました。

議会トピックス

答1

【諏訪 一則 議員　質問事項】
●パブリック・コメントについて 
●安心安全なまちづくりについて

問1

諏訪 一則 
議員

市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
す
る
方
法
は

問1

一般質問・議会トピックス

郡戸小の皆さん

誉田小の皆さん

審議の過程をメモに取る生徒
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文
教
民
生
委
員
会

　

文
教
民
生
委
員
会
で
は
、
条
例
の

一
部
改
正
１
件
、
補
正
予
算
１
件
、

請
願
１
件
合
計
３
件
の
審
査
を
行
い
、

付
託
さ
れ
た
２
議
案
を
全
会
一
致
で

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
請

願
１
件
を
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。▼

主
な
質
疑
応
答

議
案
第
56
号　

常
陸
太
田
市
介
護
保

険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
低
所
得
者
へ
の
保
険
料
軽
減
を
図
る
た

め
一
部
を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
今
回
の
改
正
の
対
象
被
保
険
者
数
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

今
回
の
改
正
で
は
所
得
段
階
が
１
か

ら
３
段
階
の
被
保
険
者
（
住
民
税
非
課
税

世
帯
）
の
保
険
料
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
対

象
者
は
第
１
段
階
が
２
８
７
１
名
、
第

２
段
階
が
１
４
６
９
名
、
第
３
段
階
が

１
２
０
３
名
で
合
計
５
５
４
３
名
で
あ

る
。

　
　
今
回
改
正
の
保
険
料
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　
　

第
１
段
階
は
３
万
１
８
０
０
円
か

ら
２
万
３
８
０
０
円
、
第
２
段
階
は

４
万
７
６
０
０
円
か
ら
３
万
９
７
０
０

円
、
第
３
段
階
は
４
万
７
６
０
０
円
か
ら

４
万
６
０
０
０
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下

げ
ら
れ
る
。

平
成
31
年
請
願
第
１
号 

後
期
高
齢
者

の
医
療
費
自
己
負
担
２
割
へ
の
引
き

上
げ
に
反
対
す
る
請
願

（
保
険
料
は
上
が
り
続
け
、
高
齢
者
の
生

活
苦
は
限
界
を
超
え
て
い
る
状
況
か
ら
、

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
自
己

負
担
２
割
へ
の
引
き
上
げ
を
し
な
い
よ
う

政
府
関
係
機
関
に
意
見
書
を
も
っ
て
要
望

す
る
も
の
）

　
　
　

老
後
の
不
安
を
抱
え
、
年
金
だ
け

で
は
暮
ら
し
て
い
け
な
い
と
働
き
続
け
る

高
齢
者
が
増
え
て
い
る
状
況
の
中
で
、
医

療
費
が
１
割
か
ら
２
割
へ
引
き
上
げ
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
採
択

す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

高
齢
化
社
会
が
進
行
し
、
現
役
世

代
が
減
少
し
て
い
く
中
、
高
齢
者
医
療
費

は
今
後
増
加
し
て
い
く
一
方
で
、
現
役
世

代
へ
の
過
重
な
医
療
費
の
負
担
が
予
想
さ

れ
る
。
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
、

高
齢
者
も
あ
る
程
度
の
負
担
は
や
む
を
得

な
い
状
況
で
あ
り
、
不
採
択
す
べ
き
で
あ

る
。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

川
又　
照
雄　
委　
員 

髙
木　
　
将

副
委
員
長 

諏
訪　
一
則　
　
〃　

 

深
谷　
秀
峰

委　
　
員 

宇
野　
隆
子　
　
〃　

 

小
室　
信
隆

▼
主
な
質
疑
応
答

議
案
第
58
号　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積

載
車
購
入
契
約
に
つ
い
て

（
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
小
型
動
力
ポ
ン
プ

積
載
車
の
購
入
契
約
を
締
結
す
る
も
の
）

　
　
県
内
で
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
を

扱
っ
て
い
る
会
社
は
何
社
あ
る
の
か
。
ま

た
、
今
回
契
約
し
た
業
者
名
と
導
入
す
る

車
の
メ
ー
カ
ー
名
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

本
市
で
登
録
し
て
い
る
県
内
の
業
者

は
21
社
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
３
社
で
一
般

競
争
入
札
を
行
っ
た
。
落
札
し
た
業
者
名

は
、
北
関
東
防
災
工
業
株
式
会
社
（
日
立

市
）
で
車
の
メ
ー
カ
は
ト
ー
ハ
ツ
株
式
会

社
で
あ
る
。

議
案
第
59
号　

令
和
元
年
度
常
陸
太

田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

（
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
億
２
６
７

７
万
３
千
円
を
追
加
し
合
計
を
２
５
３
億

８
９
６
１
万
８
千
円
と
す
る
も
の
）

　
　
県
と
当
市
の
合
同
で
行
わ
れ
る
「
わ

く
わ
く
茨
城
生
活
実
現
事
業
」
の
概
要
と

市
内
の
参
加
予
定
企
業
数
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　
　

こ
の
事
業
は
、
東
京
23
区
に
在
住
も

し
く
は
勤
務
し
て
い
る
方
が
、
茨
城
県
内

に
移
住
し
移
住
支
援
金
の
対
象
と
な
る
企

業
（
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い

る
企
業
）
に
就
職
し
た
場
合
、
一
世
帯

１
０
０
万
円
・
単
身
60
万
円
の
移
住
支
援

金
が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
周
知
方

法
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
ほ

か
、
今
後
、
都
内
で
開
催
さ
れ
る
移
住
相

談
会
で
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
市
内
の
参
加
企
業
は
、
８
社
で

あ
る
が
、
今
後
、
参
加
企
業
を
募
り
、
最

終
的
に
は
15
社
程
度
を
予
定
し
て
い
る
。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

菊
池　
伸
也　
委　
員 

茅
根　
　
猛

副
委
員
長 

深
谷　
　
渉　
　
〃　

 

高
星　
勝
幸

委　
　
員 

後
藤　
　
守　
　
〃　

 

平
山　
晶
邦

総
務
委
員
会

　

総
務
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一
部

改
正
２
件
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載

車
購
入
契
約
１
件
、
補
正
予
算
１
件

合
計
４
件
の
審
査
を
行
い
、
付
託
さ

れ
た
４
議
案
を
全
会
一
致
に
よ
り
原

案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

意
見

意
見

問問 答答

問

問

答

答

常任委員会審査
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産
業
建
設
委
員
会

　

産
業
建
設
委
員
会
で
は
、
条
例
の

制
定
１
件
の
審
査
を
行
い
、
全
会
一

致
で
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。▼

主
な
質
疑
応
答

議
案
第
54
号　

常
陸
太
田
市
森
林
環

境
譲
与
税
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び

処
分
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て（
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に

関
す
る
法
律
が
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
常
陸
太
田
市
森

林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
を
制
定
す
る
も

の
）

　
　
基
金
積
立
の
理
由
を
伺
い
た
い
。

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
毎
年
９
月
と

３
月
に
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
当
該
年
度
の
残
金
を
積
み
立
て
、
後

年
度
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
事
業
を
実

施
す
る
な
ど
の
、
弾
力
的
な
事
業
実
施
を

図
る
た
め
、
基
金
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
　
こ
の
基
金
を
利
用
し
た
森
林
整
備
は

市
有
林
、
民
有
林
関
係
な
く
行
わ
れ
る
も

の
な
の
か
。

　
　

民
有
林
の
人
工
林
で
、
森
林
経
営
管

理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
を
所
有
者
の

意
向
調
査
を
行
い
整
備
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

　
　
条
例
案
中
に
、
運
用
収
益
の
処
理
と

あ
る
が
こ
の
点
に
つ
い
て
説
明
を
願
い
た

い
。

　
　

こ
の
基
金
に
つ
い
て
は
、
森
林
整
備

を
目
的
に
積
み
立
て
る
も
の
で
あ
り
、
当

面
、普
通
預
金
の
利
子
を
見
込
ん
で
い
る
。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

藤
田　
謙
二　
委　
員 

成
井
小
太
郎

副
委
員
長 

菊
池　
勝
美　
　
〃　

 

益
子　
慎
哉

委　
　
員 

黒
沢　
義
久　
　
〃　

 

森
山　
一
政

常任委員会審査・議会報告・意見交換会

問

問 問

答

答 答

議会報告・意見交換会を開催しました

水府地区 金砂郷地区 常陸太田地区 里美地区

　市議会では、６月27日（木）、28日（金）、７月２日（火）、３日（水）に、市内４地
区において、市民を対象とした議会報告・意見交換会を開催し、各地区合計で、149人の
参加をいただきました。
　議会報告では、昨年度に各常任委員会が調査研究を行ってきた活動内容の報告や意見交
換会では、「商業と観光の振興について」をテーマに、２班に分かれて意見交換会を行い
貴重なご意見等お聞きすることができました。
　今後も、より多くの皆様にご参加いただけるよう、開催内容等について検討してまいり
ます。

次のページでは、市内４地区での意見交換をした主な意見を紹介します。
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・竜神大吊橋の滞在時間が短いため、二度・三度行きたくなるような
仕掛けづくりが必要である。

・農家民泊で当市に訪れる子どもたちなどは交流人口拡大に寄与して
いるが、受入側の高齢化などでなかなか厳しい状態である。

・都会から来た人は星がきれいとよく言われる。もっと地域の良さを
アピールするためにも竜神大吊橋周辺を民間の力を活用して総合的
に開発すべきである。

・ＪＴ跡地は史跡的にも価値があるため、100年、200年先を考えて
歴史遺産とした歴史施策を進めてほしい。

・小売店が減少し、高齢者や運転をしない方などは、商業地域まで買
い物に行くことが不便であるため、移動販売にも支援が必要ではな
いか。

・東部土地区画整理事業の商業振興は、今の状況ではピンと来ていな
い。我々が住んでいるより身近な商業振興を進めてほしい。

・瑞龍山の震災による修復が終了し一般公開しているが、制約が多い。
広く一般に開放し歴史遺産を活用できないのか。

・東部土地区画整理事業は若い世代のためにも必要であり、働く場の
確保にもつながるので事業を進めてほしい。

・他市の観光協会ホームページの情報は、内容が充実している。当市
のホームページも魅力アップにつながるように作成してほしい。

・里美牧場（プラトー里美）は地域の財産である。桜や市の花である
「やまぶき」などを植えてお客さんを呼ぶべきである。

・ぬく森の湯はリニューアルして施設は良くなったが、ソフト面の
サービスについても強化を図ってほしい。

・星空観察会や塩の道ハイキングコース等、四季折々の自然豊かさを
ＰＲすれば、工夫次第でお客さんを呼べるのではないか。

水 府 地 区

金 砂 郷 地 区

常 陸 太 田 地 区

里 美 地 区

議会報告・意見交換会

意見交換会に参加された皆様、貴重なご意見ありがとうございました。

「商業と観光の振興」をテーマに、２班に分かれて意見交換をしたところ皆さんから
多くの意見が出されましたので、主な意見を紹介します。

◇◇各会場からいただいたご意見◇◇



　
　

　
　

４月１１日　総務委員会協議会・広報委員会
４月１９日　議会運営委員会・全員協議会・産業建設
　　　　　　委員会協議会・文教民生委員会協議会
５月１５日　山口県岩国市議会総務常任委員会視察来庁
５月１７日　総務委員会協議会
５月２１日　議会運営委員会・全員協議会・総務委員会
　　　　　　協議会・文教民生委員会協議会・産業建設
　　　　　　委員会協議会
５月２４日　県北市議会議長会定例会
５月２７日　茨城県市議会議長会定例会
５月２８日　市町村長・市町村議会議長会議
５月２９日　関東市議会議長会第85回定期総会
６月　３日　本会議（開会・議案説明）議会運営委員会
６月　５日　本会議（一般質問）
６月　６日　本会議（一般質問）
６月　７日　本会議（議案質疑）・文教民生委員会協議会・
　　　　　　産業建設委員会協議会
６月１０日　総務委員会・総務委員会協議会
６月１１日　文教民生委員会・文教民生委員会協議会・
　　　　　　全国市議会議長会第95回定期総会
６月１２日　産業建設委員会・議会運営委員会・
　　　　　　全員協議会・広報委員会
６月１４日　議会運営委員会・本会議（採決・閉会）
６月１９日　議会改革推進会議
６月２７日　議会報告・意見交換会（水府地区）
６月２８日　議会報告・意見交換会（金砂郷地区）
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議 会 日 誌

　４月19日、第２回定例会の会期について審議
し、「ひたちおおたお知らせ版」及び市内施設・
各支所窓口へ掲示することとした。５月21日に
は第１日の日程、議案等付託委員会、一般質問・
議案質疑の通告期限及び一般質問の方法・時間
制限について。６月３日には一般質問通告者に
ついて。12日には追加議案、最終日の日程、人
事案件について。14日には議員派遣について審
議を行った。

議会運営委員会
4/19、5/21、6/3・12・14

第２回定例会の会期・日程等について

議会日誌・議会運営委員会・請願・陳情

請願・陳情
件　　　　　　名 提　　　出　　　者 結　果

平成31年　請願第１号 
後期高齢者の医療費自己負担２割への引き上げ
に反対する請願

茨城県社会保障推進協議会　代表委員　瀧澤　利行
茨城県高齢期運動連絡会　　会長　　　近沢　重男
【紹介議員】宇野　隆子

不採択

陳情第３号
消費税増税10％引き上げ中止を求める意見書
提出の陳情書

茨城県商工団体連合会　会長　松澤　博 報　告

陳情第４号
辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地の
沖縄県外・国外移転について、国民的議論によ
り、民主主義及び憲法に基づき公正に解決する
べきとする意見書の採択を求める陳情

「新しい提案」実行委員会
　安里　長従　外６名 報　告

陳情第５号
「医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求
める意見書」を国に提出することを求める陳情

茨城県医療労働組合連合会
執行委員長　松﨑　みどり 報　告

陳情第６号
辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地の
沖縄県外・国外移転について、国民的議論によ
り、民主主義及び憲法に基づき公正に解決する
べきとする意見書の採択を求める陳情

全国青年司法書士協議会
会長　半田　久之 報　告
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渉

　

〃　
　

諏
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一
則
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菊
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美

　傍聴される方は、市役所４階市議会議場前の傍聴受
付で所定の用紙に住所、氏名、年齢を記入し、傍聴券
をお受け取りください。傍聴する際には注意事項をお
守りください。

９月　２日（月）　午前10時　開会・議案説明
　　　４日（水）　午前10時　一般質問
　　　５日（木）　午前10時　一般質問
　　　６日（金）　午前10時　議案質疑
　　　９日（月）　午前10時　総務委員会
　　１０日（火）　午前10時　文教民生委員会
　　１１日（水）　午前10時　産業建設委員会
　　１２日（木）　午前10時　決算特別委員会
　　１３日（金）　午前10時　決算特別委員会
　　１８日（水）　午前10時　採決・閉会

９月定例会会期日程（予定）

　全国市議会議長会定期総会並びに茨城県市議会議長会定例会において、議員在職15年以上とし
て成井小太郎議員、益子慎哉議員に。また、茨城県市議会議長会定例会において、議員在職８年
以上として藤田謙二議員に、それぞれ多年の地方自治進展と市政向上に貢献されたことにより表
彰状が贈られました。

藤田 謙二 議員成井 小太郎 議員 益子 慎哉 議員
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議会を傍聴しませんか

全国市議会議長会並びに茨城県市議会議長会から表彰状

令
和
元
年
8
月
26
日
発
行

　私たち太田一高写真部は、５月にコザワ
時計店（西二町）で春季写真展を開催したと
ころ、多くの皆様に来場いただき誠にあり
がとうございました。また、たくさんの方々
から好評をいただき、とても励みになりま
した。６月には、部員一同で水戸駿優会館

（水戸市）で行われたフォ
トセミナーに参加し、プ
ロの写真家から写真の撮
り方など指導いただきま
した。今後もいろいろな
場面で日々向上をめざし
ていきたいと思います。

　　　　写真部部長　柳橋　茉美

表紙によせて


